
  

平成 19 年度サメガレイ太平洋北部の資源評価 
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開発センター、福島県水産試験場、茨城県水産試験場 
 

要       約 
サメガレイの漁獲量は極めて少なく、資源量は低位水準にあると考えられる。また、

CPUE 等の変化から、近年の資源動向は増加と判断される。漁獲が産卵親魚に集中してい

るため、親魚量を確保することを資源管理目標とした。ABC 算定のための基本規則１－２）

－（２）に基づき、プロダクションモデルを用いて ABC を算定した結果、ABClimit は

300 トン、ABCtarget は 240 トンと算定される。 
 

2008年ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合

ABC limit 300トン Fmsy・B/Blimit － 10%

ABC target 240トン 0.8Fmsy・B/Blimit － 8%

漁獲割合はABC／資源量、ABCは十トン未満を四捨五入した値

年 資源量（トン） 漁獲量（トン） Ｆ値 漁獲割合

2005 2,508 368 － 15%

2006 2,652 260 － 10%

2007 2,797

年は暦年、2006年の漁獲量は暫定値  
 

水準：低位     動向：増加 
 
１．まえがき 

サメガレイは、主にオホーツク海、北海道および東北地方の太平洋側に分布している。

太平洋北部（沖合底びき網漁業の太平洋北区に相当し、北海道太平洋側を含まない東北太

平洋側の海域を指す）における漁獲量は 1978 年に６千トン以上に達したが、その後、減

少傾向を示し、長期的にみて近年の漁獲量は極めて低い水準にある。CPUE も低い値で推

移しており、資源状態が悪いことは明らかである。 
太平洋北部のサメガレイは、水産庁により平成 13 年度から実施されている「資源回復

計画」の対象魚種（TAE 魚種）となり、平成 15 年から保護区の設定により資源回復が試

みられている。当海域において、サメガレイの大部分が金華山海区以南（漁区区分は、ズ

ワイガニ太平洋北部系群の報告書参照）の沖合底びき網漁業（以下、沖底と呼ぶ）により

漁獲されているが、沖底以外の漁獲統計は十分には整備されておらず、生態についても不

明な点が多い。 
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表３．東北海区における県別のサメガレイ漁獲量の経年変化．
県名 漁業種 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006
青森 沖底 － 7 13 15 10 8 17 14 7 6 5

小底 － 4 8 11 7 4 2 8 10 5 2
刺網 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
延縄 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
定置 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 － 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0

岩手 沖底 － 31 31 33 26 16 7 24 10 7 12
小底 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
刺網 － 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0
延縄 － 0 0 0 0 1 0 1 1 1 1

定置 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 － 2 4 6 9 6 7 0 0 0 0

宮城 沖底 － 58 89 161 152 120 222 228 256 299 207
小底 － 44 2 0 0 1 9 1 1 1 0
刺網 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
延縄 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
定置 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 － 2 5 10 15 13 0 8 1 21 0

福島 沖底 － 12 23 45 28 28 26 38 34 50 30
小底 － 0 0 0 3 7 4 0 0 0 0

刺網 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
延縄 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
定置 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

茨城 沖底 － 0 1 1 1 1 2 2 0 1 0
小底 － 1 0 0 0 1 0 0 2 3 1
刺網 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
延縄 － 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
定置 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小計 沖底* 161 174 108 207 201 160 226 265 272 335 255
小底 － 49 9 12 11 13 15 9 13 10 4
刺網 － 0 0 1 1 0 0 0 1 1 1
延縄 － 0 0 0 0 1 0 2 1 1 1
定置 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 － 5 10 16 24 20 7 8 1 22 0

総計 － 229 127 235 237 194 249 285 289 368 260
注）各県の漁業種類別漁獲量は各県水試調べ（主要港）による．2006年の沖底小計は暫定値．
*沖底の小計は漁場別漁獲統計資料によるため、各県水試調べの合計値と一致しない．  

 
（３）漁獲努力量と漁獲割合 

過去に比べて漁獲量が激減しているサメガレイの場合、努力量（サメガレイの入網した

網数）に占める狙い操業の割合が減少している可能性がある。これを補正するため、主漁

場である金華山海区以南の漁区ごとの努力量を用い、下式（山田・田中 1999）により各

漁区の努力量を CPUE で重み付けし、合計したものを有効努力量として求めた。 

漁区，努力量， :CPUE::
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有効努力量は、漁獲量が多かった 1978 年に２万８千網と最も高い値を示し、1989 年ま

で１万５千網前後で推移したが、その後、減少傾向を示し、1996 年には過去最低の６千網

弱となった（表４、図５）。1997 年以降には増加に転じ、2005 年には１万３千網となり、

-1274-

サメガレイ太平洋北部-5-







  

とが必要と考えられる。 
 
６．2008 年の ABC の算定 
（１）資源評価のまとめ 

近年の資源は増加傾向と判断されるが、漁獲量、CPUE および資源量の推移から資源状

態が悪化し、現在の資源状態が低位水準にあることは明らかである。また、産卵期に集中

的に漁獲されていることから、産卵親魚を保護して、その資源量を増加させることが必要

と考えられる。そこで、親魚量を確保することを資源管理目標とし、ABC 算定のための基

本規則１－２）－（２）に基づき、Flimit=Fmsy×B/Blimit、 Ftarget=0.8Flimit として

ABClimit および ABCtarget を算定した。 
 
（２）ABC の算定 

サメガレイ資源は B<Blimit の状態に

あるため、ABC 算定規則１－２）－（２）

を用いて ABC を算定した。金華山海区

以南の沖底の CPUE を用いたプロダク

ションモデルから、Bmsyは 5,117トン、

MSY は 602 トンとなる（表５）。Fmsy
（=MSY／Bmsy：プロダクションモデル

におけるFは漁獲割合を示す）は0.118、
B2008 は 2,591 トンである。そこで、

Blimit=0.5Bmsy=2,558 トンとして計算

すると、Flimit=Fmsy×B/Blimit=0.101、
Ftarget=0.8Flimit=0.081 となる。この値を用いて算定される金華山海区以南の沖底に対

する ABClimit は 263 トン、ABCtarget は 210 トンである。最近年（2005 年）の漁獲量

比により、太平洋北部全体の資源量および ABC を求めると、2008 年の資源量が 2,943 ト

ン、ABClimit=299 トン、ABCtarget=239 トンとなる。 
 

2008年ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合

ABC limit 300トン Fmsy・B/Blimit － 10%

ABC target 240トン 0.8Fmsy・B/Blimit － 8%

漁獲割合はABC／資源量、ABCは十トン未満を四捨五入した値  
 

 
（３）漁獲圧と資源動向 

本報告では、2005 年の漁獲割合を現在の漁獲割合（Ecurrent）とし、金華山海区以南

の CPUE を基にプロダクションモデルを作成して漁獲圧の変化に伴う資源動向の推移を

シミュレートした。Ecurrent で漁獲した場合、金華山海区以南の資源量は徐々に増加する

が、漁獲割合を 1.5 倍に高めると資源量は減少すると推測された。Flimit で漁獲した場合、

資源量は増加し、2012 年には 3,355 トンに回復すると推測された。このことから、ルール

表５．プロダクションモデルより推定されたパラメタ．
パラメタ 値

B0 初期資源量 17,604トン

q 漁具能率 0.0000104
r1 内的増加率（1981～1998） -0.095

r2 内的増加率（1999～2005） 0.235

K 環境収容力 10,234トン
Bmsy 5,117トン
MSY 602トン
Fmsy  =MSY/Bmsy 0.118
Blimit  =Bmsy/2 2,558トン

B  =B2005 2,208トン

Flimit  =Fmsy×B/Blimit 0.101
Ftarget  =Flimit×0.8 0.081
B2008 2,591トン

注）金華山海区以南の沖底資源に対して推定．
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（５）ABC の再評価 

表６．過去の管理目標・基準値、ABC（当初・再評価）のレビュー（量の単位はトン）．
評価対象年（当初・再評価） 管理基準 資源量 ABClimit target 漁獲量

2006年（当初） Fmsy・B/Blimit(0.062) 2,077 128 102 －
2006年（2006年再評価） Fmsy・B/Blimit(0.080) 2,331 185 148 －
2006年（2007年再評価） Fmsy・B/Blimit(0.101) 2,652 269 215 260

2007年（当初） Fmsy・B/Blimit(0.080) 2,441 194 155 －
2007年（2007年再評価） Fmsy・B/Blimit(0.101) 2,797 284 227 －

注）2006年の漁獲量は暫定値、括弧内は漁獲割合．  
 

７．ABC 以外の管理方策への提言 

漁期が産卵期前後に集中していることが最大の問題点と考えられる。沖底漁獲データを

分析すると産卵期に限られた海域（２～４月の茨城県沖、水深 500～900m）でまとまって

漁獲されている年がある（服部ら 未発表）。年によって漁獲の多い海域は若干異なるため、

保護区の設定は困難であるが、サメガレイが集群している海域をみつけた場合に、その海

域での漁獲を控えることが必要と考えられる。 
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プロダクションモデルの基本式から、 
 
 
 

t t tC qX B=  

Bt：ｔ年の資源量、Ct：ｔ年の漁獲量、r：内的増加率、Ｋ：環境収容力 
q：漁具能率、Xt：ｔ年の漁獲努力量（有効努力量） 
 
ここで、ｔ年の単位漁獲努力量当たり漁獲量を Ut とすると、Ut= Ct/Xt となり、モデル上

では Ut =qBt となるはずなので、実際の CPUE とモデル上の CPUE の残差平方和

SSQ=Σ(qBt-Ct/Xt)2 を最小とするパラメタ(B0：初期資源量、r、K、q)をエクセルのソルバ

ー（非線形最適化法）を用いて探索的に求めた。 
サメガレイの CPUE は長期的には減少傾向にあるが、近年は緩やかな増加傾向と判断さ

れる。近年の傾向を再現するため、内的増加率を r1（1981～1998 年）と r2（1999～2005
年）の２つに分けてモデルの推定を行った。推定された CPUE および漁獲量と実際の観測

値との関係を調べた結果、推定値は比較的観測値を再現できていた（付図２、付図３）。こ

のモデルにより得られた資源量推定値の推移を付図４に示す。 
 
 なお、本報告のプロダクションモデルにより得られた B0は１万８千トン、K は１万ト

ンとなっており（表５）、B0 が K を上回っていた。B0 が K を上回る状況として、例え

ば以下の場合が考えられる。 
1980 年以前の K が 1981 年以降の K よりも大きく、1980 年以前の資源量が 1981 年

以降の K よりも大きかった場合、1980 年以前の大きな資源量が 1981 年以降の K に反

応して徐々に K 以下まで減少していくと推測される。この場合、減少過程にある 1981
年時点における B0が 1981 年以降の K を上回る可能性があると考えられる。 

今後、1980 年以前の漁獲状況等を調査することにより、努力量の質的な変化を把握し、

それらをプロダクションモデルによる解析に反映させる必要があると考えられる。 
 
 

1 1 t
t t t t

BB B rB C
K+

⎛ ⎞= + − −⎜ ⎟
⎝ ⎠
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